
宮脇 昭（みやわき あきら） 

横浜国立大学名誉教授 

国際生態学センター所長 

１９２８年岡山県生まれ 

８６歳 

植物生態学の世界的権威。 

世界各国で植樹を推進する 

現場主義の学者。 

２０１８年６月２２日 

 

神奈川県立秦野曽屋高校 ＆ 進和学園 授業交流 
 
 

株式会社 研 進 ＆ 社会福祉法人 進和学園 

出縄貴史（いでなわ たかし） 
 

「共生」について考える！ 
 

宮脇 昭先生（横浜国立大学名誉教授）のメッセージより 
 

自然の森は色々な種類が混ざり合っている。 

仲の良いものだけを集めても駄目。人間社会も同じ。 

混ぜる、混ぜる、混ぜる！ 
 

「共生」とは、仲良しクラブではない。 

競争しながら少し我慢して共に生きること。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秦野曽屋高校 

秋輝祭での育樹（除草）

イベント 

前列左から 2 人目が 

二三四先生 

（2012.9.8） 

福祉の心を育てよう！（進和学園へのご寄稿） 

二三四
ふ み し

 明子（神奈川県立秦野曽屋高校・教諭） 
 

 秦野曽屋高校は、以前から秦野地区の福祉拠点校として、夏休みの福祉体験

学習を中心に、ボランティア活動を行ってまいりました。 

 また、2010年から、『共生の理念に基づく福祉の心・ボランティア精神の育

成』を目標に、神奈川県教育力向上推進事業の「ボランティア・福祉教育」の

指定を受けて福祉教育の充実を図っております。 

貴学園との交流は、2010 年 5 月の植樹から始まり、「総合的な学習の時間」

「社会福祉基礎」の授業交流、文化祭での展示販売と発展しました。活動を通

して生徒一人一人の心に福祉の心を育てていただいていることに改めて感謝

致します。授業の最初に戸惑いを感じていた生徒が、活動が終わる頃には笑顔

になっており、３年生の授業では「福祉＝幸せな世の中」を創るにはどうした

ら良いかという問に真剣に向き合うようになります。木を植え育てるという協

働作業の中に、「福祉の種まき」が行われていることに気付かされます。 

 ３年が経ち、植えた木々も成長してきました。きっとこの木々のように福祉

の心は根を下ろし、枝を張り、何時か素敵な花を咲かせることでしょう。秦野

曽屋高校での「いのちの森づくり」プロジェクトは、幸せな社会を創る活動へ

と結びついています。更に多くの生徒がこの活動に参加し、福祉の心を育てて

いけるよう「いのちの森づくり」プロジェクトの発展をお祈り致します。 

 

１ 

２０１２年６月７日 

総合的な学習の時間 

苗木１５０本を植樹！ 



秦野曽屋高校と進和学園どんぐりグループとの交流 
 

 

福祉・ボランティア教育に熱心な同校では、校長先生はじめ諸先生のご指導の下、福祉委員

会の生徒さんと進和学園「どんぐりグループ」メンバーとの交流を深めています。 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

２０１０年５月２１日 

ミニ植樹祭の後、福祉委員会の生徒の皆さんと 

楽しい交流会を開きました。 

２０１０年９月４日 

文化祭「秋輝祭」 

での植樹イベント 

花壇に苗木１４８本植樹 

２０１１年５月２７日 

「社会福祉基礎」の時間／ミニ植樹祭 

    ～苗木１００本を植樹～ 

２０１０年５月２１日 

植樹を通じた交流が 

スタート 

校庭に植えた進和学園の苗木 
 

 タブノキ、スダジイ、アラカシ、マテバシイ、ネズミモチ、シャリンバイ、

トベラ、ヤツデ、ヒサカキ、ムラサキシキブ、ムクゲ、アオキ、クチナシ、

サツキ、ツツジ 他 

 

Since 2010 

２ 


